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報道関係者各位 ２０２０年１０月１６日

大東建託株式会社（本社：東京都港区、代表取締役社長：小林克満）の特例子会社である大東コーポレート

サービス株式会社（本社：東京都品川区、代表取締役社長：福田和宣）は、株式会社アーネスト（本社：東京都

千代田区、代表：水野聰）と、株式会社ダイバビリティ総合研究所（本社：東京都新宿区、代表取締役所長：田

沼泰輔）と連携し、１１月２日より、ＩＴを活用した発達障がい学生の雇用創出に向けた取り組みを開始します。

大東コーポレートサービスは、今後も ＩＴを活用した雇用創出の拡大などにより、多様な人材が活躍できる場を

創造していきます。
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ＩＴ活用による発達障がい学生の雇用創出に向けた取り組みを開始

大東コーポレートサービスがアーネスト、ダイバビリティ総合研究所の２社と連携

■無料プログラミングスクールを開講

大東コーポレートサービス、アーネスト社、ダイバビリ

ティ総合研究所の３社は、１１月２日より、大学などの

教育機関に通う発達障がい学生のためのエンジニア

特化型プログラミングスクールを開講します。３社が

連携することにより、プログラミングの学習機会を提供

するだけでなく、発達障がい学生の就労支援として、

企業の実務に直結した課題を学習することができま

す。また、学習修了後の就労先候補が事前に準備さ

れています。大東コーポレートサービスは、パートナー

企業として実践的な課題の提供や、職場体験実習

の受け入れを担います。今後、本スクールは当社と

同様に課題提供やインターンシップの受け入れが可

能なパートナー企業を拡大していく予定です。
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■プログラミングスクールの募集概要

応募期間 ： ２０２０年１０月１６日（金）～

応募方法 ： https://earnest.ac/eseize/ ※申込み、応募に関する問い合わせはこちら

開講日 ： ２０２０年１１月２日（月）

料金 ： 無料

応募条件 ： 大学、大学院、専門学校に通う発達障がいのある１８歳以上の学生（学校推薦状が必要）

開講事業所 ： 東京都新宿区、多摩市、八王子市他 順次拡大中

就労移行支援事業所アーネストキャリア、就労移行支援事業所ラルゴ神楽坂 他

大東コーポレートサービス株式会社
代表取締役社長 ：福田 和宣

本社所在地 ：東京都品川区東品川二丁目2番8号

設立 ：２００５年５月

主な業務 ：大東建託グループからの事務作業等の受託業務、シェアードサービス業務、

名刺作成、看板製作、チラシ･パンフレット等の印刷、図面製本、メールセンターの運営管理

社員数 ：４０１名／内 障がい者９４名 （２０２０年１０月１日時点）

ホームページ ：https://www.daito-copo.com/

株式会社アーネスト
代表者 ：水野 聰

本社所在地 ：東京都千代田区大手町2-6-12

朝日生命大手町ビル3階

設立 ：２０１６年３月

事業概要 ：障がい者を対象としたWEB・IT・RPA

特化型就労移行支援事業、

ニューダイバース人材育成他

ホームページ：https://earnest.ac/

株式会社ダイバビリティ総合研究所
代表者 ：田沼 泰輔

本社所在地 ：東京都新宿区中落合2-12-26

設立 ：２０１９年５月

事業概要 ：障がい者を対象とした就労全般コンサルティング、

能力開発・キャリア開発企画の実施と運営

ホームページ：https://diverb.co.jp/

■各社概要

■大東コーポレートサービスの社会貢献の取り組み

⼤東コーポレートサービスは、障がい者雇⽤を⽬的に、２００５年５⽉に⼤東建託株式会社の「特例⼦会社」とし

て設⽴されました。障がいのある⼈も無い⼈も、⼀緒になって働くことの楽しさ、喜びを共有できる職場づくりを

⾏っています。 また、⼤東建託グループ各社から５００種類を超える様々な業務を請け負い、障がい者雇⽤の

促進、グループ間での業務の集約化・効率化に取り組んでいます。

独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構が企業における障がい者雇用に関する理解の向上を図る目

的で行う、「障害者雇用職場改善好事例」を通算８回受賞するなど、社外からも取り組みが認められています。

■障がい者雇用における課題

ＲＰＡ※等の導入により、将来的にはホワイトカラー領域と言われていた多くの基幹業務が人間からロボットに

置き換わると言われています。ＲＰＡ化によってＥｘｃｅｌやＷoｒｄなどの入力作業が自動化され、一般的な事

務作業を担ってきた多くの障がい者の仕事が減少することも予想されます。

そうしたなか大東コーポレートサービスでは、アーネスト社及びダイバビリティ総合研究所と連携し、既存の障

がい者雇用枠とされていた事務作業領域において、障がい者に本スクールを通じてＲＰＡ自体を操作する

エンジニアスキルのみならずＷＥＢ・ＩＴ関連のスキルを身につけてもらうことで、多くのＲＰＡ導入企業で必要

とされる即戦力となる人材を育成し、障がい者のキャリア形成をサポートしていきます。

※ ロボティック・プロセス・オートメーション（事務作業を大きく効率化するツール）

https://earnest.ac/eseize/
https://www.daito-copo.com/
https://earnest.ac/
https://diverb.co.jp/
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■発達障がいのある学生は年々増加傾向

独立行政法人日本学生支援機構が行った「平成３０年度 障害のある学生の就学支援に関する実態調査」に

よると、発達障がいのある学生は年々増加し、平成３０年度には６,０４７人となっています。

⚫ 障がいのある学生数推移

⚫ 発達障がいのある学生数推移

その中でも、コミュニケーションや対

人間関係の構築が困難で強いこだ

わりや限られたものに興味を持つと

いう特徴がある、自閉スペクトラム症

（ＡＳＤ）の学生が近年著しく増加し、

平成２７年度には２,３０１人となって

います。
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＜本件に関するお問い合わせ＞

大東建託株式会社 広報部

ＴＥＬ ： ０３-６７１８-９１７４ ／ メール ： koho@kentaku.co.jp

mailto:koho@kentaku.co.jp

